
Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム招へい 
（ドミニカ共和国派遣）記録 

 

テーマ：両国外交関係 90 周年を捉えた青年交流（自由で開かれた国際秩序のための友好関係協力） 
 

1. プログラム概要  

【目的】日本とドミニカ共和国の外交関係樹立 90 周年となる 2024 年に日本とドミニカ共和国との友好

関係の強化、及び日本の外交姿勢や魅力等の対外発信の促進を目的として、同国における

交流プログラムへの参加機会を提供し、二国間の青年交流の更なる活性化を目指し、プログ

ラムを実施した。 

 

【参加者】大学生 5 名 

 

【訪問地】ドミニカ共和国 サントドミンゴ 

 

2. 日程 

 

■事前学習（オンライン） 

 

10 月 4 日（金曜日） 第１回来日前オリエンテーション 

（本プログラム事前説明、参加者顔合わせ等） 

 

10 月 17 日（木曜日） 第 2 回来日前オリエンテーション 

（渡航にかかる注意事項、危機管理、連絡体制等） 

 

■現地プログラム 

 

11 月 2 日（土曜日）    サントドミンゴ・ラス・アメリカス国際空港到着 

   【交流】 日ドミニカ共和国和国⽂化センター／日本語学習者との意⾒交換/  

           参加者からの発表（日本語） 

   【交流】 日系人協会青年部／大学生との交流 

 

11 月 3 日（日曜日） 【交流】 ホームビジット（ホストファミリーとの交流） 

           

11 月 4 日（月曜日） 【講義】 異文化理解セッション（AFS ドミニカオフィス） 

 

11 月 5 日（火曜日）    【表敬訪問】 在ドミニカ共和国日本大使館 

【視察】 自由貿易地域＝フリーゾーン工業（CNZFE）           

【視察】 PROINDUSTRIA 



【表敬訪問】 青年省 

【交流】 ドミニカ共和国剣道連盟 

          

11 月 6 日（水曜日）    【ODA 視察】 ルイス・アイバール国立病院（ 消化器疾患センター、 

               産婦人科・小児科病棟、医学・教育訓練センター） 

   【表敬訪問】 外務省 

【視察／交流】 JICA サントドミンゴ事務所／⻘年海外協⼒隊員 

 

11 月 7 日（木曜日） 【視察】 カープアカデミー 

【視察】 Nissha メディカルテクノロジ― 

【視察】 ワコール株式会社 

【表敬訪問】 在ドミニカ共和国大使公邸レセプション 

 

11 月 8 日（金曜日） ドミニカ共和国より成田国際空港へ向けて出国 

 

 

3．プログラム記録写真 

 

 
 

11/2  【交流】日ドミニカ共和国文化センター 11/2  【交流】日系人協会青年部 



  

11/3  【交流】ホームビジット 11/3  【交流】ホームビジット 

  

11/4  【講義】異文化理解セッション 

          （AFS ドミニカオフィス） 

11/5  【表敬訪問】在ドミニカ共和国日本大使館 

  

11/5 【視察】自由貿易地域＝フリーゾーン工業 

                 （CNZFE） 

 11/5 【視察】PROINDUSTRIA 



  

 11/5 【表敬訪問】青年省 11/5  【交流】ドミニカ共和国剣道連盟 

  

11/6 【視察】ルイス・アイバール国立病院         

（消化器疾患センター） 

11/6 【視察】ルイス・アイバール国立病院         

（産婦人科・小児科病棟） 

  

11/6 【視察】ルイス・アイバール国立病院         

（医学・教育訓練センター） 

11/6  【表敬訪問】外務省 



  

11/6  【視察／交流】JICA サントドミンゴ事務所／

青年海外協⼒隊員との交流 

11/7  【視察】カープアカデミー 

 
  

11/7  【視察】Nissha メディカルテクノロジ― 11/7  【視察】ワコール株式会社 

  

11/7 【視察】ワコール株式会社 11/7 【表敬訪問】在ドミニカ共和国大使公邸 

       レセプション 



4. 参加者からの声（抜粋） 

 

●参加大学生 

現地で出会った日本語学習者達は、語学力の向上だけでなく日本文化や両国の関係性を知ることで

日本の理解を深めている点が印象的だった。 

 

●参加大学生 

中南米の社会や生活について深く学べた。完璧に計画された行程で現地の人々と交流を深めることが

できた。出会った人々がとても暖かく迎え入れてサポートしてくれて、かけがえのない経験ができた。 

 

●参加大学生 

両国の医療面での協力関係について学べたことが意義深かった。日本政府がドミニカ共和国のヘルス

ケアの向上支援や専門家育成の取り組みを行っていることなど両国の深い繋がりについて学べた。 

 

 

5. 視察先からの声（抜粋） 

 

●日ドミニカ共和国文化センター／日本語教師 

日本語を学ぶ学生達にとって素晴らしい機会となった。学生から参加生への質疑応答を通して、学生

たちは日本文化について深く知ることができて日本愛が更に深まった。ダンス交流も素晴らしいものだ

った。 

 

●ルイス・アイバール国立病院 （消化器疾患センター）／教授 

両国の協力関係について参加者と意見交換をすることができて光栄だった。必要な人々への医療サ

ービスや質の向上のための協力関係を築いてくれる全ての日本人に感謝している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. SNS 発信（抜粋） 

 

  

参加者 Instagram 参加者 Instagram 

 

 

 青年省 自由貿易地域＝フリーゾーン工業 

（CNZFE） 



 

 

ルイス・アイバール国立病院       

 （消化器疾患センター） 

AFS ドミニカオフィス（在ドミニカ共和国大使公邸

レセプション） 

 

 

 7. 成果報告会内容（抜粋）Action Plans Presented at the Reporting Session (excerpt) 

 

- 中南米の文化に魅了され、よりドミニカ共和国や中南米のことを学びたくなった。現地の人々

や現地在住の日本人と知り合うことができたので、今後も交流を続けたい。 

- 文化の違いについて学んだ一方で、礼儀や感謝の仕方など共通点があることも学んだ。 

- ドミニカ共和国の人々はとても親切で、日本では経験することの出来ない素晴らしい体験を得

ることができた。いつか再度訪問して、今回出会った人々と再会したい。 

- 本プログラムの参加を通して、政策だけでなく民間での両国間の強い関係性について深く学ぶ

ことができた。帰国後、両国間の強い関係性について発信を続けたい。 

 

 

実施団体：公益財団法人 AFS 日本協会 


